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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タキキニン受容体として機能する遺伝子ファミリーに属します。受容体親和性は、配列の5'末端の変異によって規定されます。このファミリーに属する受容体は、Gタンパク質および7つの疎水性膜貫通領域との相互作用を特徴とします。この遺伝子は、タキキニンであるニューロキニン3（ニューロキニンBとも呼ばれる）の受容体をコードします。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：これは、タキキニン神経ペプチドであるニューロメジンK（ニューロキニンB）の受容体です。これは、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化する G タンパク質と関連しています。,その他:この受容体のタキキニンに対する親和性の順位は、ニューロメジン K > サブスタンス K > サブスタンス P です。,PTM:この受容体の細胞膜への固定は、おそらくシステイン残基のパルミトイル化によって媒介されています。,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NK3R抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO205細胞ライセートのNK3R抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NK3R 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	NK-3R ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	NK-3R ポリクローナル抗体を使用した COLO205 細胞のウェスタン ブロット分析。

